
Copyright 2026 Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved.

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

研究開発戦略推進部 社会共創推進課

co-creation@amed.go.jp

ＡＭＥＤ事務処理説明会

２０２6年２月６日（金）

AMEDにおける「社会共創」の推進について

（患者・市民参画（PPI）、情報発信等）

Social Co-creation
（社会共創）
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はじめに

AMEDでは、医療研究開発における「社会共創」の取組を推進しています

本日は、「社会共創」の取組のうち、

研究への患者・市民参画（PPI）の取組推進

プレス発表等、情報発信に係るお願い

（医学系研究をわかりやすく伝えるための手引きの活用）

についてご説明します。

：社会共創（Social Co-Creation）

ウェブサイトあり
（右文字列をクリックしてください）

https://www.amed.go.jp/socialcocreation/index.html
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事務処理説明書における記載
：事務処理説明書（P.133）

10.3.2  医学研究・臨床試験における患者・市民参画（PPI）の推進

AMED は、患者さん一人一人に寄り添い、３つの「LIFE（生命・生活・人生）」を支えな

がら、医療分野の研究成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元に届けるこ

とを使命としています。このことに鑑み、医学研究・臨床試験における患者・市民参画

（PPI：Patient and Public Involvement）の取組を促進します。医学研究・臨床

試験プロセスの一環として、研究者が患者・市民の知見を参考にするこの取組により、

患者等にとってより役に立つ研究成果の創出や研究の円滑な実施、被験者保護の充

実等が期待されることから、医学研究・臨床試験における患者・市民参画に積極的に

取り組むようお願いします。

PPI の取組に係る経費執行に関しては、当該研究の遂行に必要な PPI の取組に   

限り、旅費や謝金等を直接経費から執行いただけます。

その他、ご不明点がある場合は、AMED 社会共創推進課までお問い合わせください。

１．研究への患者・市民参画（PPI）の取組推進

https://www.amed.go.jp/content/000153422.pdf


Copyright 2026 Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved.
4

患者・市民参画（ＰＰＩ）ガイドブック

～患者と研究者の協働を目指す第一歩として～

監修：「臨床研究等における患者・市民参画に関する動向調査」委員会
原案：武藤 香織 さん、東島 仁 さん、藤澤 空見子 さん
平成３１年３月３１日初版完成、同年４月２２日公開

英語版

：ガイドブック掲載先

ＡＭＥＤでいう「医学研究・臨床試験における患者・市民参画」とは、

医学研究・臨床試験プロセスの一環として、

研究者が患者・市民の知見を参考にすること
※患者・市民：患者、家族、元患者（サバイバー）、未来の患者を想定

患者等にとってより役に立つ研究成果を創出

円滑な医学研究・臨床試験の実現

研究参加者（被験者）の保護に資する（リスク低減）

定 義

理 念

AMEDにおけるPPIの基本的考え方
１．研究への患者・市民参画（PPI）の取組推進

https://www.amed.go.jp/ppi/guidebook.html
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研究開発計画書における記載欄（2024年度以降に常設）

８. 本研究開発課題を実施する上で特に考慮すべき事項等

（１）本研究開発課題を進めるにあたり遵守すべき法令・指針等

（２）知的財産権の活用

（３）本研究開発課題における「社会共創」：患者・市民参画の取組について

●患者一人ひとりに寄り添い、３つのLIFE（生命・生活・人生）を支えながら、医療分野の研究成果を一刻も早く実用化し、患者・家族の元
にお届けするという使命を果たすため、AMED事業においては、医療研究開発プロセスにおいて、研究者が患者・市民の知見を取り入
れる取組（患者・市民参画（PPI：Patient and Public Involvement））を推進しています。（詳しくは公募要領冒頭「社会共創の推
進に係る取組メッセージ」及びAMED公式ウェブサイトを参照ください）
AMED研究への患者・市民参画：https://www.amed.go.jp/ppi/guidebook.html

●本研究開発のプロセスの一環として、患者や市民の知見を参考にする予定があれば、どのような事柄に
ついて患者や市民の知見を得たいと考えているのか具体的に記載してください。必要に応じて
専門部署からPPIの取組に係る情報提供等を行います。（ない場合は「取組予定なし」で構いません）。

：研究開発計画書：8-(3)（WORDファイル）

※緑の吹き出し＝研究者向けのガイダンスであり、提出時は削除

⚫研究開発課題の段階や内容等を踏まえ、適切に計画してください。無理に行う必要はありません。

⚫実施する場合、機密保持や利益相反管理等の対応に加え、必要経費（旅費や謝金、会議費等）も
適切に執行をお願いします。

⚫ PPIの取組について支援が必要な場合は、事業担当にも共有の上、専門部署（社会共創推進課）に
気軽にお問い合わせください。（ ppi@amed.go.jp）

１．研究への患者・市民参画（PPI）の取組推進

https://www.amed.go.jp/ppi/guidebook.html
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.amed.go.jp%2Fcontent%2F000141014.docx&wdOrigin=BROWSELINK
mailto:ppi@amed.go.jp
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Ⅴ. 【該当事業・最終年度のみ】
医学研究・臨床試験における患者・市民参画（PPI：Patient and Public Involvement）の取組（非公開）＊

※ 本研究開発課題にて行う研究のプロセス等について、患者・市民等との対話の機会を設け、
そこで得られた知見を参考にしたことがあれば、記載してください。

（記載例）本研究開発課題にて行う臨床試験のプロトコル作成に当たっては、○○病の患者
団体と××年×月に意見交換会を実施し、△△に関する患者や患者家族の意見を
収集し、●●の改善に役立てた。

実績報告書における記載欄
：実績報告書：別添シートⅤ（Excelファイル）

「Ⅲ．成果の外部への公表」の「（５）「国民との科学・技術対話」に対する取り組み」も、

医療研究開発の「社会共創」を推進するために大切な取組です。研究開発の進捗や成果を

社会に対して分かりやすく説明する取組や、多様なステークホルダー間の対話・協働を

推進するための取組にも、ぜひ積極的に取り組んでください。

（記載欄）

：「国民との科学・技術対話」の推進について（基本的取組方針）

１．研究への患者・市民参画（PPI）の取組推進

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.amed.go.jp%2Fcontent%2F000144145.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://www8.cao.go.jp/cstp/stsonota/taiwa/taiwa_honbun.pdf
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研究開発課題名 研究代表者 研究期間

医学研究成果をわかりやすく発信する手引きの提案 井出 博生 （東京大学） 2021年度

「医学系研究の成果をわかりやすく発信する手引き」の普及と改善の提案 山田 恵子 （埼玉県立大学） 2022年度

「医学系研究をわかりやすく伝える手引き」を用いた科学コミュニケーショ
ン手法の研究開発

山田 恵子 （埼玉県立大学）
2025年度
～

医学系研究をわかりやすく伝えるための手引き
：医学系研究をわかりやすく伝えるプロジェクト

科学的根拠に基づいた医学系研究の

成果を一般の方が正しく理解できる

ように、プレスリリースをはじめと

する情報発信の際には、

「医学系研究をわかりやすく

伝えるための手引き」を

適宜ご活用ください。 

※手引きは

 無料でダウンロードできます

研修ワークショップ
もやっています！

２．プレス発表等、情報発信に係るお願い

https://www.amed.go.jp/socialcocreation/igakukenkyu.html
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「理解しにくい医学研究用語」

臨床研究、臨床試験、治験、医師主導（治験）、被験者
◼語の説明

この語群は、臨床研究に関連する用語である。この中では「臨床研究」が
最も広い概念を指し、他の用語を包含する。（中略）

◼一般の人の理解・認識
⚫「臨床研究」という用語を知っている人は半数弱であった（認知率45.6％）。そのうち、意味を正しく
理解していた人は半数弱であった（正答率47.0%）。「治験」の正答率も48.6%と半数弱だったが、
「臨床試験」では61.4%と、より多くの人に理解されていた。

⚫一方、治験のうち、「医師主導治験」を理解している人は少なかった（正答率9.9%）。「被験者」の
正答率は28.2％にとどまった。

⚫医師の「臨床試験」の正答率は56.8％であり、一般の人と逆転現象が起きていた。
⚫「被験者」は、専門家でも理解している人は比較的少なかった。

◼ポイント
⚫「臨床研究」「臨床試験」「治験」は場合により、「人を対象とした研究」と言い換えても良い。しか

し、必ずしも他の語に言い換えるのではなく、相互の関係、違いを整理して伝えることが重要である。
⚫「被験者」以外の用語について、研究者と医師の理解に一定の開きが見られるので、多機関共同研究で

主に臨床に従事する医師に協力を求める際には留意する。

◼言い換え例、注釈例
⚫ 臨床研究・臨床試験・治験 → 「人を対象とした研究」
⚫ 被験者 → 「研究対象者」

：医学系研究をわかりやすく伝えるプロジェクト

医学系研究をわかりやすく伝えるための手引き
２．プレス発表等、情報発信に係るお願い

https://www.amed.go.jp/socialcocreation/igakukenkyu.html
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医療研究開発を社会と共に創り、社会を共に創る

ご質問等あれば気軽にお問い合わせください

AMED社会共創推進課 co-creation@amed.go.jp
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ＡＭＥＤの理念と「社会共創」

ＡＭＥＤは、医療分野の研究開発及びその環境整備の中核的な役割を担い、

「医療分野の研究成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元にお届けすること」を目指す

ＡＭＥＤは、医療分野の研究開発及びその環境整備の中核的な役割を担い、

「社会の真のニーズを満たす医療分野の研究成果を、社会との対話や協働を通じて、

国民の安全・安心を確保し、理解・信頼を得ながら一刻も早く実用化し、

患者さんやご家族の元にお届けすること」を目指す

医療研究開発の

成果を
社会と共に創る

医療研究開発
によって

社会を共に創る

ＡＭＥＤ
「社会共創」

参考資料
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コンテンツ

◼ PPIとはなにか  

◼ PPIのルール①～基本的な留意点～ 

◼ PPIのルール②～ちょっと複雑な留意点～ 

◼ PPIでのコミュニケーション 

◼ 研究とは何か①～診療と研究の違い～ 

◼ 研究とは何か②～研究の長い道のり～ 

◼ 実践のヒント～ICのPPI～ 

◼ PPIの10か条 

はじめて学ぶ「研究への患者・市民参画」（2023年10月17日公開）

制作：AMED臨床研究・治験推進研究事業内の分担課題「治験・臨床研究における
患者・市民参画を推進する手法の確立」（分担代表：東京大学・武藤香織教授）

運営：一般社団法人PPI Japan

PPIに関するeラーニング
：PPIについて学ぶ

ゲノム研究者向けのPPI教材も公開中！
AMEDゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム（ゲノム医療実現推進プラット
フォーム・社会共創推進領域）
「ゲノム医療・研究推進社会に向けた試料・情報の利活用とPPI施策に関する研究開発」
（代表：東京科学大学・吉田雅幸教授）

参考資料

https://www.amed.go.jp/ppi/learning.html
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研究開発提案書における記載欄 ※一部の公募には設置がありません

本研究開発課題を実施する上で特に考慮すべき事項等

以下の項目は、医療分野の研究開発において重要な視点であるため、AMED事業の研究開発課

題において記載を求めるものです。別途、公募要領に特記事項等として条件が付されない限りは、

採否に影響ありません。なお、記載内容は今後のAMED事業運営に資する研究動向の分析等に

利用するとともに、研究開発課題が特定されない形で分析結果を公開する場合があります。

 (1) 本研究開発のプロセスの一環として、患者や市民の知見を参考にする予定があれば、
その概要を記載してください。（※詳しくは公募要領12.1.2「医学研究・臨床試験における
患者・市民参画（PPI）の推進」をご参照ください。

-----------------------------------------------

（1） 医学研究・臨床試験における患者・市民参画（PPI：Patient and Public 
Involvement）PPIについて

※記載に係るポイントは、AMED公式ウェブサイトをご参照ください

AMED研究への患者・市民参画：

https://www.amed.go.jp/ppi/guidebook.html

参考資料
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 患者・市民に対しても、利益相反の状況を管理する必要（＋機密保持契約も）。

 PPIは、研究への参加（participation）とは異なる。

 PPIの取組は、患者・市民との対話に限らず、当事者との

コンタクトが困難な場合は、関連する論文等を読み、

参考にするのも有効な手段。

【参考】James Lind Alliance“Top 10s of priorities for research”（英国）

研究者向けの患者・市民参画（PPI）10か条

【基本的な考え方】

本研究開発課題において、PPIの取組がよりよい研究開発の

推進につながると考えられる場合は、PPIの取組を

検討してください。研究者が協働する意識を持たずに

形式的な対話や取組を行うことは、患者・市民に

とって有害ですので、ご留意ください。研究開発課題の

研究段階や内容等踏まえ、適切に計画するようお願いします。

ＰＰＩは、                       

よりよい研究開発や研究開発

の加速化を実現するための                 

“手段”であり、“目的”に

ならないようにお願いします

：研究者向けの患者・市民参画（PPI）10か条

その他のポイント

参考資料

https://www.jla.nihr.ac.uk/top-10-priorities
https://www.amed.go.jp/ppi/guidebook.html
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